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本年度はほ場整備と

りんご選果場建設など

昭和40年 9月 1報広市

農
業
の
近
代
化
を
は
か
つ
て
農
業
の

生
産
性
を
高
め
、
農
業
者
の
生
活
水
準

を
向
上
す
る
た
め
に
全
国
的
に
農
業
構

造
改
善
事
業

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す。
魚
津
市
の
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、

加
積
(
六
郎
丸
、
袋
)
地
区
が
昨
年
、

計
画
調
強
地
域
に
指
定
さ
れ
、
ほ
場
整

備
事
業
と
経
営
近
代
化
施
設
の
事
業
を

す
す
め
る
た
め
計
画
を
た
て
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
実
施
さ

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
事
業
は
、
六
郎
丸
、
袋
地
内
を

中
心
に
、
ほ
場
整
備
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
た
経
営
近
代

津魚

発行所

富山県魚津市役所
編集発行人高瀬善一郎

(毎月 1日発行〉

化
施
設
と
し
て
大
型
機
械
の
導
入
、
共

同
乾
燥
調
整
施
設
の
設
住
に
よ
り
、
労

力
を
節
減
し
て
、
こ
れ
を
果
樹
(
り
ん

ご
)
の
増
反
と
り
ん
ご
経
営
の
改
告
を

は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
と
し

の
事
業
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
正
式
の
認
可
が
あ
り
次
第
、
着
工

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

軟

式

野

球

場

が

完

成

記
念
野
球
大
会
ひ
ら
く

、、1
，
/

日
可
日
認
月
物

一

市
白
古
問
グ
ラ
ン
ド
隣
・
肱
地
に
建
設

9
使
一

中
だ
っ
た
軟
式
野
球
場
は
、
こ
の
ほ
ど

年
郵

一

幻
種

一
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

9
月
4
日
午
後

和
3
一
1
附
か
ら
完
成
式
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

細川明

一
に
な
り
ま
し
た
。

一

野
球
場
完
成
を
記
念
し
て
、
地
元
野

一
球
チ
1
ム
の
交
歓
試
合
と
日
本
女
子
野

一
球
秋
季
公
式
リ
ー
グ
戦
の
閉
幕
第
1
戦

一
が
次
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
一

こ
の
野
球
場
は
、
陸
上
競
技
場
ト
ラ

〈

一
ッ
ク
よ
り
約
印

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
低

一
く
、
面
積
約
8
千
平
方
メ
l
ト

N
、
両

4
i
5
日

翼
は
刊
メ
l
卜
庁
、
セ
ン
タ
ー
は
的
メ

1
ト
戸
で
す
。
ま
た
ス
タ
ン
ド
は
土
雌

で
す
が
1
千
2
百
人
程
ぃ皮
収
容
で
き
、

パ
ッ
ク
、
ネ
ッ

ト
は
巾
日
メ
ー
ト
ル
、
山

さ
8
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
す
D

野
球
場

横
に
は
駐
車
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

総
事
業
費
は

5
百
叩
万
円
。

こ
の
市
首
古
川
間
グ
ラ
ン
ド
は
、
こ
れ

か
ら
陸
上
競
技
に
野
球
に
市
民
の
体
育

向
上
の
場
と
し
て
大
い
に
役
立
つ

こ
と

で
し
ょ
う
。

。
野
球
大
会
。

魚津市有1I明町

%t律印刷株式会社

人口のうごき

男女計

24 26 50人

13 14 27人

26組

出生

死亡

婚姻

木
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
建
て
物
は
鉄
骨
造
り
一
部
2

附
建
て
、
の
べ
面
積
5
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
も
の
で
、
乙

の
中
に
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
1
台
、
自
動
選
果
機
3
台
な
ど
を

そ
な
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

乙
の
完
成
に
よ
り
選
果
手
数
料
の
引

き
下
げ
、
市
場
に
お
け
る
魚
津
り
ん
ご

の
優
位
性
を
確
保
し
、
経
営
の
安
定
を

は
か
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

八
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
〉

交
通
の
き
ま
り
を

守
っ

て
明
る
い
毎
日
を

Sはj持味場平母国

納

期

限

9
月
初
日

一河自

h
h
予
防
接
種

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
注
射
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

マ
該
当
者

・
昭
和
ぬ
年
7
月
1
日
か
ら
刊

年
6
月
初
日
ま
で
の
出
生
者

(3
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
)

・
昭
和
お
年
7
月
1
日
か
ら
犯

年
6
月
初
日
ま
で
の
出
生
者
(
追
加

免
疫
で

1
同
)

マ
料
金
H
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

混
合
ワ
ク
チ

ン
は
1
回
に
つ
き
日

円
校
下

1
回

nヨ
ロ月

白
倉

7
日

住
吉

8
日

松
倉

8
日

上
中
・
局
8
日

加
賀

9
ヨ

J

i

-

-ιuよ
けM
岡
山

l
'
1
」

百
v
ト
活
川
村
川

c、
仁
ド

天
神

9
日

っL
一H
-

nヨ
阿川
mm
日
目
ヨ
;
l
 

川』
コ」
;
l
 

川
J1」
;
l
 

初
日
:
l
 

H
H
H
-

一-

j

l

 

初
日
m月

片
貝

は
日

4

日

お
日

診療所

経
回

目
日

4

日

お

日

小

学

校

上
野
万
日
日

4
日

お

日

小

学校

本

江

川

日

5
日

お

日

公

民
日間

道

下

同

円

5
日
お
日
小
学
校

村

木

内

日

6
日

お
日
小
学
校

大
汀

5
ヨ

6
ヨ

ワ
ヨ

小学校

:
l

1

1

1

;

l

;
J
 

時
間
は
午
移
1
附
か
ら

2
附
ま
で

21 21 21 70 20 20 19~ 3 
日日日日日日白川回

住

民

検

診
ログ

結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
ぜ
ひ
住

民
検
設
を
受
け
ま
し
ょ

う。

検
設
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
魚
津
V

9
月
日
H
H
荒
町
芝
山

医
院
小
川
(
午
前
川
附
i
午
後
3
時
)

9
月
刊
H
H
水
族
館
前
(
前
川
時

i
後
3
時
)

9
月
同
日
H
上
日
似
一一円
闘

っ
M
m

川
i
口
問
)
桃
源
汗
前
(
後
1

附
J

3
附
)

9
月
日
日
日
諏
訪
油
会
館

(前
川

附
i
後
3
附
)

川
月
5
日
日
村
木
小
学
校
(
前
川

閥

i
後
3
附
)

叩
月
6
日
H
大
町
小
学
校
(
前
川

時
1
後
3
附
)

八
道
下
V

9
月
げ
日
日
記
念
社
宅

親
和
会
館
(
前
川
附

t
ロ
附
〉

道
下
保
育
闘
(
後
l
時
i

4
時
)

9
月
お
円
H
青
・
同
社
宅
(
前
川
時

ー
ロ
附
)
道
下
小
学
後
(
後
1

附
1

3
附
)

八
本
江
V

9
月
初
日
日
本
江
泊
造

前
(
前
川
時
i
ロ
時
)
花
篭
前

(後
1
附
i

3
附
)

9
月
引
日
H
H
谷
川
迎
送
山
一
川
(
前

叩
時
1
ロ
時
)
港
商
事
前
(
後

1
時
i

3
附
)

川
月
4
H
H
大
光
寺
館

一繁
宅
前

ー

場
所

(
前
川
時
i
H
時
)
本
江
小
学

校

(ロ
時
i
後
3
時
)

八
経
団
V

9
月
辺
臼
H
経
回
漁
協

前
(
前
川
時
J
ロ
時
)
経
団
連

絡
所

(後
1
時
1

3
時
〉

9
月
幻
回
日
常
願
寺
前

(
前
川
附

t
ロ
時
)
経
回
連
絡
所
(
後

1

時
i

3
附
)

八
加
積
V

9
月
却
日
H
弘
法
湯
前

(
前
叩
時
i
ロ
時
)
上
村
木
宮

の
前
(
後
1
附
i

3
時
)

問
月
8
日
H
加
積
公
民
館
(
後
1

時、
(
3
時
)

〈
松
倉

v
m月
1
日
H
稗
自
国
政
二

文
雄
宅
前
(
前
川
時
i
什
時
)

地
山
仁
右
エ
門
旅
館

(後
口
時
初

分
1

1
時
叩
分
)
坪
野
ク
ラ
ブ

(後
2
附
1

3
時
)

川
月
7
日
H
M
m
倉
小
学
校
(
後
l

時
1

3
時
)

〈
上
中
島
〉
叩
月
7
日
H
上
中
島

小
学
校
(
前
川
時

t
ロ
時
〉

〈
片
貝

v
m月
8
日
H
片
貝
小
学

校
(
前
川
時
i
ロ
時
)

小
学校
小学校

連
絡
所

迎
絡
所

公
民
館

小学
校

小学校

市
職
員
採
用
試
験

市
職
員
の
採
川
試
験
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
9

月
間
固
ま
で
利
者
人
事
課
へ
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
験
資
栴

・
学
力
リ
学
力
は
附
い
ま
せ
ん
が
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
方
を
要
し
ま
す
。

・
年
令
H
昭
和
日
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
お
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の

・
性
別
H
男
子
の
み

マ
試
験
区
分
日
事
務
職
員
、
技
術
服

口付

結

干

名

マ
試
験
期
日
と
場
所
日
第
1
次
試
験

は
川
月
3
日
(
日
)
午
前
9
時
か

ら
白
山
中
部
向
校
で

く
わ
し
い
こ
と
は
秘
書
人
事
梨
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県

職

員

採

用

中
・
初
級
試
験

富
山
県
腕
員
採
用
の
中
級
、
初
級

試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
県
人
事
委
員
会

(
県
庁
内
)
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間
H
9
月
叩
日
i

9
月
初

日
ま
で

マ
試
験
区
分
と
採
用
人
員
、
資
絡

・
中
級
H
H
や
く
8
名
短
期
大
学
を

昭
和
刊
年
3
月
以
降
卒
業
し
た
も

の
(
来
春
卒
業
見
込
者
合
む
〉

・
初
級
H
一

般
事
務

・
欝
祭
事
務

・

土
木

・
電
気

・
機
械
、
約
別
名
、

昭
和
げ
年
4
月
2
日
か
ら
お
年

4

月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

マ
第
l
次
試
験
日
間
月
げ
日

(日〉



(2) (昭和問 9月13日)
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叩
月
1
日
現
在
で
、
全
国
い
っ

せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
国

勢
調
査
は
、
国
の
も
っ

と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
都

道
附
県
、
市
町
村
ご
と
の
人
口
ゃ
、
男
女
、
年
令
、
職
業
な
ど
の
人
口
の
構

成
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
1
回
の
調
査
は
、
大
正
9
年
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
日
年
目
ご
と
に
大

規
脱
な
調
査
を
、
そ
の
中
間
5
年
目
に
簡
易
な
調
査
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
中
間
調
査
で
第
川
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

叩
月
1
日
で
一
人
も
も
れ
な
く

報

昭
和
刊
年
叩
月
1
日

(
午
前
零
時
)

現
在
で
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
全
部

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
外
国
軍

隊
の
軍
人
軍
属
や
そ
の
家
族
と
外
交
団

は
除
か
れ
ま
す
。
乙
の
調
査
は
、
人
口

を
一

人
も
も
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た

重
複
し
な
い
よ
う
に
調
べ
る
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
な
わ
け
で
す
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

広

乙
の
調
査
で
は
、
各
位
借
に
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
人
を
そ
の
世
帯
の
世
帯
員

と
し
て
調
査
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
世
帯
員
と
は
、

①
現
在
地
に
3
か
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
①
最
近
移
っ

て
き
て
、
ま
だ
3
か
月
に

な
ら
な
い
が
、
叩
月
1
日
の
前
後
を

通
じ
て

3
か
月
以
上
住
む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
人

①
出
稼
ぎ
や
旅
行
に
出
て
い
る
一
時
不

在
の
人
で
も
、
不
在
期
間
が

3
か
月

に
わ
た
ら
な
い
人
を
い
い
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
人
は
例
外
で
、
そ
れ
ぞ

市津魚

騒
音
な
ど
の
公
害

ゐタ

日発行

を
規
制
で
き
な
い

治、

昭和何 年 9月 1

最
近
、
私
の
隣
家
へ
建
設
業
者

が
越
し
て
き
で
、
自
動
カ
ン
ナ

や
小
型
製
材
機
を
使
用
し
て
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
私
は
会
社
勤
め
で
夜

勤
な
ど
あ
る
関
係
か
ら
帰
宅
し
て
陪

眠
を
と
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
音

の
た
め
十
分
眠
る
こ
と
が
で
き
ず
困

っ
て
い
ま
す
。
何
か
こ
れ
ら
を
規
制

す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
。

(
一
市
民
)

間

〈第229号〉

近
年
、
騒
音
、
ば
い
煙
、
汚
水

ガ
ス
、
震
動
、
粉
じ
ん
な
ど
の

公
害
で
、
人
々
に
被
害
を
与
え
た
り

迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
事
例
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
国
で
は
、
公
害
防
止
の
行

政
法
と
し
て
昭
和
幻
年
に
水
質
保
全

~ 
Eヨ

一
1
万

円

前

町

岡

本

三

次

一

(
亡
父
栄
次
郎
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

の
た
め
の
「
水
質
保
全
法
」

と
か
、

一

一
!

万

円

荒

町

本

吉

稔

「
工
場
排
水

・
ば
い
煙
の
排
出
等
の

一

一

(亡
父
仁
市
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

規
制
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
、
い
ろ

一

全

国

F
K
道

足

進

デ

一
8
千

円

北

鬼

江

大

崎

ゆ

き

い
ろ
制
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
o

し
か
一

一

-

ノ

イ

l

一

(
亡
父
源
太
郎
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
〉

し
、
乙
れ
は
広
い
区
域
や
と
く
に
定

一

9
月
旧
日
は
一
，
全
国
下
水
道
促
進
デ
生
な
側
隣
な
ど
必
要
が
な
く
な
っ
て
術

一
6
千

円

相

ノ

木

畠
山
俊
雄

め
ら
れ
た
地
域
の
公
害
し
か
規
制
で

一
l
」
で
す
。
こ
れ
は
公
共
下
水
に
対
す
き
れ
い
な
環
境
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

一

(
亡
父
治
作
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

き
ず
、
地
方
都
市
に
苦
情
の
多
い
騒

一
る
住
民
の
班
鮮
と
関
心
を
高
め
、
普
及
に
な
る
の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
利

一
3

一

一

千
円

-一応

佐

竹

喜

一

音
や
震
動
に
つ
い
て
は
、
取
り
締
ま

一
の
遅
れ
て
い
る
下
水
道
の
促
進
を
は
か
用
者
は
き
わ
め
て
低
い
状
況
で
よ
。

一

一

、

一

(亡
母
つ
ぎ
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

制

問

料

日

日

ぶ

れ

れ

一
る

制

限

抗

日

ぷ

な

さ

ん

と

れ

日

間

川

知

れ

吋

河

川

一

い
ず
れ
も
社
会
佃
祉
援
護
金
と
し
て

策
要
綱
を
策
定
し
、
県
条
例
を
制
定

一存
じ
の
よ
う
に
、
昭
和
白
年
か
ら
む
牛

2
が
補
助
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
人
兵
日
一
一寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

一

，

t
一

一
ま
で
の

5
か
年
間
に
第
一
次
下
水
道
計
は

2
千
8
百
円

i
3千
円
く
ら
い
と
な

一

お
た
す
ね
の
公
害
に
つ
い
て
は
、
山

一

↑

f
一回
を
笑
施
し
‘
火
災
復
興
地
域
を

h
b

り
ま
す
。
(
宅
地
内
の
配
管
は
全
額
本

一

人
に
迷
惑
を

か
け
る
と
い
う
こ
と

一

、

5
1

E
J

は
、

い
か
に

商
売
の
た
め
と
は
い

一
に

受
益
面
右
4
ヘ
ク
タ

l
w、
受
益

-人
負
担
で
す
o

〉

一

ぇ、

道

義

毒

さ
れ
る
も
の
で
は
な

一戸
数
1
千
3
百
戸
~
お
よ
そ
1
万
1
千

一

1

1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

く、

軽
犯
罪
法
に
ふ
れ
る
の
で
ま
よ

一
メ
ー
ト
ル
'
の
下
水
管

を
布
設
し
ま
し

一

;
7
一
o

-

一

狩
猟
講
習
会
受
講
者
の
申
し
込
み

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
で
も
い

一
た

-

よ
い
よ
公
害
基
本
法
の
制
定
を
は
か
一

現
在
、
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る

一

県
が
主
催
の
狩
猟
講
習
会
は

9
月
お

れ

見

弦

間

組

問

問

純

一
ね

じ

打

開

閉

れ

い
普
及
率
は

一日
午
前
9
時
か
ら
富
山
県
下
新
川
事
務

公
害
防
止
条
例
の
制
定
が
必
要
と
な
一・

下
水
道
管
の
布
設
さ
れ
で
い
る
と
こ

一所
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
受
講
を
希
望

ド

防

判
明
川

可

決

殺

続

一

ろ
で
は
、
宅
地
内
に
下
水
配
管
を
さ
と
さ
れ
る
万
は
、
9
月
5
日
ま
で
市
役
所

制
が
な
く
て
も
、
お
互
い
に
静
か
で一

て
汚
水
桝
を
取
り
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
汚

一農
林
諜
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
と
協
力
を
い

一水
や
雨
水
を
直
接
下
水
道
に
流
し
込
む

一
対
象
者
は
、
犯

・
ぬ
年
度
に
講
習
を

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
不

一受
け
な
か
っ
た
方
で
す
。

同
居
人
や
下
納
入
な
ど
は
、
同
じ
家
に

住
ん
で
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
町
市
に

な
り
ま
す
。

世
帯
主
に
書
い
て
い
た
だ
く
事
項

れ
に
述
べ
る
場
所
で
調
査
し
ま
す
0

・
寄
宿
舎
、
下
仲
間
な
ど
か
ら
通
学
し
て

い
る
学
生
、
生
徒
は
:
:
:
そ
の
得
約

舎
、
下
宿

・
6
月
初
日
以
前
に
入
院
し
た
者
は
入

院
先
で
、
7
月
1
日
以
降
の
人
は
自

宅
・
船
舶
来
組
員
:
:
:
自
省

・
白
術
隊
の
営
舎
内
ま
た
は
艦
船
内
の

居
住
者
は
・・
・・
・・そ
の
営
舎
ま
た
は
献

八
日
・
刑
務
所
、
拘
置
所
の
収
容
者
の
-
っ
ち

刑
の
き
ま

っ
て
い
る
人
と
少
年
院
、

婦
人
補
導
院
の

収
容
者
は
・・

そ
の
収
容
先

調
査
は
世
帯
ご

と
に
こ
の
調
査
は
調

査
員
が
各
位
市
を

訪
問
し
て
各
世
措

ご
と
に
調
査
票
を

用
い
て
行
な
い
ま

す
。
た
だ
し
生
討

を
別
に
し
て
い
る

乙
の
調
査
は
、
世
帯
主
が
氾
峨
し
て

い
た
だ
く
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
調
査
員
よ
り
調
査
以
の
配
布
を
交

け
た
ら
間
収
則
日

(調
査
員
よ
り
指
示

)
ま
で
に
も
れ
な
く
と
記
載
く
だ
さ
る

よ
う

と
く
に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
記
ぬ
し
て
い
た
だ
く
引
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

氏
名
、
世
帯
主
と
の
統
制
、
男
女
の

別
、
出
生
の
年
月
、
国
籍
、
仕
事
に

関
す
る
事
項
、
住
宅
に
関
す
る
事
項

(仕
事
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
本
人

の
し
て
い
る
仕
事
の
種
類
は
、
と
く

に
く
わ
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い
)

秘
密
は
保
護
さ
れ
て
い
ま
す

9
河

川

日

lま

て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
・品
百
一引項
に

つ
い
て
は
、
徴
税
目
的
や
生
活
保
波
の

調
査
な
ど
に
利
川
す
る
こ
と
は
、
同
く

禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
同
附
に
、
羽
務
取

り
扱
い
上
に
も
厳
重
に
取
棋
附
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

調
査
員
に
ご
協
力
を

乙
の
調
読
を
正
織
に
、
ま
た
円
前
に

行
な
う
た
め
、
従
来
の
行
政
区
剛
お
よ

び
町
村
境
界
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
総
即
府
一

よ
り
示
さ
れ
た
基
準
に
も
と
す
き
、
そ

の
調
査
区
域
に
関
係
あ
る
町
内
会
よ
り

推
せ
ん
さ
れ
た
者
ま
た
は
市
史
員
が
調

査
員
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
一
胞
を

訪
問
調
夜
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
調
査
の
出
旨
任
ご
抑
制
附
の
う

え
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

富

山
県
の

人

口
は

?

叩
月
1
日
現
在
で
同
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
県
で
は
常
山
県
の
人
H

予
想
の
懸
賞
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
応
募
く
だ
さ
い。

〈
応
法
要
領
〉

マ
資
柏
日
県
内
配
住
者

マ
万
法
H
H
郵
便
は
が
き
に
目
的
山
県
の
人

日
予
訟
と
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

年
令
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

マ
あ
て
先
日
富
山
市
新
総
山
輪

一
孫
七

一

号
富
山
県
統
計
調
査
課
「
県
人
い
予

-

想
懸
筒
募
集
係
」

一

マ
締
切
日

H
m
月
1
日
(
合
)

(当
日
消
印
の
あ
る
も
の
も
有
効
)
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懸

賞

募

集

マ
賞

金

金

賞

5
千
円
、
銀
自
2
千
円

制
自
1
千
円
、
名
1
名

な
お
当
選
者
の
決
定
は
、
総
別
問
統

計
局
の
概
数
公
表
の
正
解
者
ま
た
は

正
解
に
も
っ
と
も
近
い
解
答
者
か
ら

附
訴
に
決
め
ま
す
G

(

同
じ
併
符
者

が
2
名
を
迎
え
た
と
き
は
刺
せ
ん
)

↑〉
発
表
H
正
解
と
当
選
者
は
ロ
月
末
に

北
日
本
、
富
山
新
聞
紙
上
に
発
表
し

ま
す
。寄

付

新鋭消防車を購入

20才になったら

国民年金を

b加入は国民の義務

20才以上60才未満〈明治44年4月2日
生以降)の人は、会社、事業所などに勤

めて他の年金制度に加入している人のほ

かは、必らず国民年金に入ることになっ

ています。

l>手続 き

市役所市民課窓口または年金委員 (各

地区で国民年金の世話をしておられる方

〉に印鐙をもって手続きをして くださ

い。

わ保険料

34才未満100円、 35才以上150円で、そ
の半額を国がつぎたして積みたてていま

す。

保険料を納めることが困難な万は、免

除の申請書を出してください。乙の手続

きをされないと福祉年金すらもらえない

ことがあります。

じ〉年金の種類

・老令年金、通算老令年金=掛金の年数

によってきまりますO

・障害年金=30，000円 (1級)24，000円
(2級)

・母子 (準母子)年金=19，200円 (子ど
も2人目から4，800円
加算)

・遺児年金=12，000円
.寡婦年金=夫の受け

る年金額の2分の1

自

衛

官

募

集

マ
種
目

H
2等
陸
海
空
土

マ
資
格

H
mm才
以
上
お
才
未
満
の
男
子

マ
試
験
H
中
学
校
卒
業
程
度
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日
H
H
H

月
初
日
ま
で

市
役
所
市
民
相
談
室
へ
。

第

3
次


